
 

 

 

 

大会宣言 

ＪＲ東労組八王子地本は、オープンイノベーションフィールド多摩八王子館にて「第３０回定期大会」を開催し、スローガンをはじめとし

た向こう１年の運動方針を満場一致で確認した。  

２０２６ＪＲ総連春闘のたたかいは、統一要求・統一闘争のもとに私たちの労働実感・生活実感や人事・賃金制度の見直しで、将来どの

ように変化していくのか仲間と議論し、職場からたたかいをつくり出してきた。会社から受けた賃金改定と夏季手当の回答は、新人事

賃金制度上での区分２の平均額（3,271 円）を定期昇給分とベースアップ分でそれぞれ貼り付ける回答、２．９か月分の支給月数の『超低

額回答』であった。八王子地本は春闘集会を多くの仲間とつくり出してきた。集会では、会社が社員の本音の声に蓋をする・社員を大切

にしない姿勢に対し、怒りを一致させ団結力を高めてきた。2026ＪＲ総連春闘で培った職場からつくり出した団結力をもとに、今後の

たたかいにつなげていこう！ 

 会社は、信頼を失う事象を連続して発生させたことから「グループ全体のガバナンスの改善と強化に向けた有識者委員会報告書をう

けた具体的な改善策」を公表した。この報告書では、ＪＲ本体・グループ会社内で不適切事象が横行している職場現実が明らかになった。

会社が公表した「決意と約束」では、現場社員へ社長メッセージの視聴やアンケートを行わせている。このことからも経営の責任を現場

の組合員・社員へ押し付けているとしか思えない。責任は経営陣がとるべきではないか‼と声を大にして言いたい。現場の奮闘や本音

の声に耳を傾けず、利益第一・世間体第一の傲慢な経営姿勢が社会から問われていることを会社は認識するべきだ！ 

私たちは、この現実から逃げずに向き合い、労働組合としてチェック機能を発揮しなければならない。今もなお職場では、不安全事

象やハラスメント、組合所属による差別など後を絶たない。八王子地本はこの間、工務職場で連続して発生した待避誤りの事象や初狩

駅での鉄道人身傷害事故に対し原因究明委員会を開催してきた。その中で会社は、原因を深掘りせず、本人へ責任を転嫁し幕引きす

る姿勢が明らかになった。職場で発生する問題や組合員の変化に気づき、一人だけの問題とせず仲間同士集まって本音で語り合い、

支え合うことの大切さを組合員と共に学んだことが教訓である。 

 現在ＪＲ東日本武蔵小金井駅暴行事件は、第６回口頭弁論を終えた。裁判で明らかになったことは、会社はＡ君を問題社員と打ち出し、

「管理者は問題社員には有形力を行使しても問題ない」と異常な主張をしている。言わば問題のある社員には、手を出して教育をして

いいと容認したことと同様であり、もしこの主張を許してしまえば、管理者に対してもの言えぬ職場がつくられてしまう。私たちは絶対

許すことは出来ない。この裁判に勝利し、上意下達の傲慢な経営姿勢が間違っていることを明らかにし、組合員や社員の「安全・健康・

ゆとり」を守り抜くために、八王子地本全組合員の総力をあげてたたかっていく。 

 世界情勢の不安定さに拍車がかかり、国内も戦争体制づくりが着々と進められている。いつの時代も犠牲になるのは立場の弱い者

である。私たちはあらゆるテロにも戦争にも反対し、憲法９条を守り抜くために、さらなる広範な連帯をつくり出していく。 

私たちは、ＪＲ西労との連帯行動を通じて、『命を守るたたかいは、安全確立と企業権力による労働者への不当な扱いを絶対許さな

いこと』と『たたかいに対して一歩も譲らない姿勢』を学んできた。今一度先輩たちがつくり上げてきた『安全の八王子』をさらに前進

するべく、安全第一・現場第一の職場風土を構築するため、全組合員で奮闘していこうではないか！今行われている過半数代表者選挙

勝利に向け、社友会でも他労組でもなく「東労組だからできる」と存在意義を示し、未加入者が会社の目を気にせず、東労組に相談・加

入できる健全な会社をつくりだすため、組織強化・拡大を実現させていこう！ 

 以上、宣言する。  
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